
基本目標 1 子どもを育てる喜びが実感できる環境づくり

施策目標 （1） 母と子の健康づくり支援

基本施策分野 ⑤ 医療体制等の充実

事業名称 １９年度実績

乳幼児医療費助成

（　　）は平成１８年度
平成１９年９月から小学生の入院についても助成することとなり、事業名も「乳幼児医療費助成
事業」から「子育て支援医療費助成事業」となる。
対象者数４，５６８人（４００２人）｛０歳～３歳１，７８１人（１，７９３人） ３歳～就学前１，９７５人 （２，
２０９人）  小学生８１２人（無）｝
利用延べ件数　６４，３８２件（５９，７２６件） 　　　　　 助成額　128,879千円（125,264千円）

（　　）は平成１８年度
年間７１日開設（７０日）
受診者数　７７６人（８７６人）　｛6歳以下３７５人（４２０人）、７歳～１５歳１０４人（１１４人）、１６歳以
上２９７人（３４２人）｝　1日平均受診者数１１人（１２人）

・病院群輪番制、八幡市休日応急診療所の利用　６人（平成１８年度　　１３人）
・府事業として、小児救急電話相談事業、小児救急医療体制（山城北保健所管内は、宇治徳
洲会病院・第二岡本病院・田辺中央病院）で輪番体制がとられ、その周知をはかった。
・休日診療所開設時府の救急医療情報システムの活用をした。

関係機関との連携
強化

京都府保健医療計画の見直しがおこなわれ、平成２０～24年度までの5年間の計画が策定され
た。地域の保健医療を支える基盤整備、患者本位の安心・安全な医療体制の確立、および切
れ目ない保健医療サービスの提供が計画の重点施策となっている。計画におけるに市町村の
役割について認識するとともに、病院開設についての意見書を提出した。

○関係機関との連携強化
（京都府保健医療計画における医療体制等の充
実要請等）

○休日応急診療所事業の推進

○地域医療体制の充実
（病院群輪番制・八幡市休日応急診療所）

医療体制の整備・
充実

◎　展開する事業群(1-1-5)

○就学前児童の医療費に係る一部負担金を助成

事業内容（細事業）
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